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K B 細胞に感染させた際に, 密度の異なる2 種のウイルス粒子が生成されることを見出した｡ ヒト･アデ
ノウイルス12型クローンA3をmoi5-10にて単層培養した K B細胞に感染させ, 2% 仔牛血清を添加し
たEagleの培養液で70時間培養し, えられた感染細胞の音波破砕液より沸化炭素処理, 塩化セシウム密度
勾配遠心法により, 密度の異なる2 種のウイルス粒子を精製した｡ いま便宜的にこれらの粒子を完全粒子
(C)および不完全粒子 (Ⅰ) と名ずける｡C粒子は塩化セシウム密度勾配上にて密度1.355を示すが,Ⅰ粒
子のそれは1.310であった｡ 電子顕微鏡にて観察した粒子の大きさおよび形状は, C粒子, Ⅰ粒子問にほ
とんど差が認められなかったが, PTA (燐タングステン酸) によるネガティブ染色の際粒子中央部にお
いてC粒子はほとんど染まらないが, Ⅰ粒子は部分的に PTA に染まることが見出された｡ C粒子およ
びⅠ粒子の ドデシル硫酸ソ- ダによる完全分解物を抗原とし, アデノウイルス12型クローンA3で免疫し
た家兎血清を抗血清としてゲル内沈降反応を行なった結果, C粒子とⅠ粒子は免疫学的に交叉 す る こと
が証明された｡ さらに,Ⅰ粒子はC粒子と同じく培養液中に加えられたトリチウム標識チミヂンあるいは
放射性無機燐をその DNAへとりこむこと, およびおのおのの粒子から抽出された DNA の庶糖密度勾
配遠心法による沈降速度から,Ⅰ粒子 DNAの分子量は C粒子 DNAのそれの約1/4-1/3, すなわち,
すでに報告されているC粒子 DNAの分子量22×106に対して,Ⅰ粒子 DNAの分子量は5.1-7.9×106で
あることがあきらかとなったo 他方, C粒子はヒト胎児腎細胞に対して感染性をもち, 新生児- ムスター
に対しても強い発癌性を示したが, Ⅰ粒子はそのどちらの性質も示さなかった｡





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ヒト･アデノウイルス12型, Huie株から, ヒト胎児腎細胞でクローン化されたウイルスを, 単層培養
した KB細胞に感染させた際に, 密度の異なる2種のウイルス粒子が生成されることが兄いだされた｡
クローンA3をmoi5-10にて単層培養した KB細胞に感染させ, 2%仔牛血清添加 Eagle培養液で70
時間培養し,えられた感染細胞の音波破砕液より沸化炭素処理,塩化セシウム密度勾配遠心法により, 異な





射性無機燐をその DNAへとりこむこと, およびおのおのの粒子からの DNA の沈降速度から, Ⅰ粒子
DNAの分子量はC粒子DNAのそれの約1/4-1/3, すなわちC粒子DNAの分子量22×106,Ⅰ粒子DNA
の分子量は5.1-7.9×106である｡ 他方, C粒子はヒト胎児腎細胞に感染性をもち, 新生児- ムスターに
も強い発癌性を示したが, Ⅰ粒子はどちらの性質も示さなかった｡
本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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